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いよいよ 11 月 4 日から有効になりました！！ 

ICAO new Global Reporting Format（GRF） 
1999年から 2019年の間に発生した民間航空機事故の調査によると、すべてのFatal Accident 

の 16％と Hull Loss Accident（全損事故）の 36％が Runway Excursion（滑走路逸脱）による

ものでした。このことからも、Runway Safety はとても重要なテーマであると言えます。 
その一環として、ICAOは全世界共通の滑走路状態通報方式（GRF）を新たに制定し、2021年11

月 4 日から全世界で一斉に開始することを通知しました。それに基づき、日本でも GRF の運用が開

始されていますが、これに合わせ各社内では、マニュアルの発行や関連教育が実施されていると思

います。このニュースでは、日本における ICAO Annex との差異や、注意点をピックアップします。 
 
１．ICAOと日本における滑走路状態その他の差異 

ICAO Annex14（Doc9981）に記載されている Runway Condition Description と、日本で通報

される滑走路状態では、以下のような差異があります。 
 

         ICAO Annex 14           JAPAN AIP 

 

 
 

赤い矢印で示したように、日本の滑走路状態には

「FROST」と「STANDING WATER」がありません。

これは、日本の滑走路では「発現が想定されないため」

とされています。 
その他、ICAO Annex14 と日本での通報に関する差

異が AIC に記されています。海外空港によってはそれ

らが通報されることになりますので、注意が必要です。 
 

http://alpajapan.org/


 

AIC (No026/21, 07OCT2021) の抜粋 

 

２．“滑走路の3分の1”の通報にご注意を！ 

 これまで、滑走路面の状態を通報する場合、滑走路を「A・B・C 地区」と区分し、それぞれ「A 地

区：滑走路少数番号側 1/3 部分」 「B 地区：滑走路中央 1/3 部分」 「C 地区：滑走路多数番号側

1/3 部分」と定義していました。今回の変更により、RWYCC を通報する場合は、「航空機側から見

て手前の地点から順に提供される」と変更されています。 
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３．今冬の本格到来前に再度ご確認を！ 

  FAA では独自のプログラムとして、「TALPA = Takeoff And Landing Performance Assessment」
を適用していますが、内容は ICAO Annex 14 によって規定された GRF と類似しています。 
  今回の改定内容については、空港管理者や航空会社、パイロットに定着するまでは時間がかか

ると予想される一方、離着陸の性能に大きく影響することから、パイロットには慎重な取り扱いと確

実な運用が求められます。さらに、報じられた RWYCC は、実際に離着陸したパイロットの通報でダ

ウングレードされるシステムになっていることから、通報内容や時間差などが実運航にどう影響して

くるかは、今後の課題です。 
ALPA Japan AGE 委員会は、これらを含め、新たな運用について注視していきます。 
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